
第
百
九
十
二
回
国
会
衆
議
院
に
お
い
て
採
択

さ
れ
た
請
願
の
処
理
経
過



第
百
九
十
二
回
国
会
に
お
い
て
、
衆
議
院
で
採
択
さ
れ
、
内
閣
に
送
付
を
受
け
た
請
願
は
、
内
閣
に
お
い

て
そ
れ
ぞ
れ
の
請
願
の
関
係
省
に
送
付
し
、
関
係
省
か
ら
そ
の
処
理
案
を
内
閣
に
提
出
し
、
こ
れ
を
閣
議
に

付
し
て
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
処
理
案
を
決
定
し
た
も
の
は
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

右
の
処
理
要
領
を
収
録
す
れ
ば
、
別
紙
の
と
お
り
で
あ
る
。

記

内
閣
受
理
件
数

処
理
案
決
定
件
数

第
百
九
十
二
回
国
会

七
五
件

七
五
件



所

管

省

庁

別

目

次

（
第
百
九
十
二
回
国
会
請
願
）

ペ
ー
ジ

一
、
厚
生
労
働
省
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一



件

名

主

な

所

管

省

請

願

に

対

す

る

処

理

要

領

ウ
イ
ル
ス
性
肝
硬
変
・
肝
が
ん
患
者
の

療
養
支
援
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
排
除

治
療
薬
等
の
研
究
・
開
発
促
進
、
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
診
の
推
進
に
関
す
る
請
願

（
第
三
二
二
号
、
第
一
〇
一
二
号
）

厚
生
労
働
省

一

肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
抗
ウ
イ
ル
ス
療
法
に
よ
り
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
若
し
く
は
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス（
以
下「
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
」と
い
う
。）を
排
除
又
は
そ
の
増
殖
を
抑
制
す

る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
重
篤
な
病
態
へ
の
進
行
を

予
防
す
る
こ
と
若
し
く
は
遅
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
で

あ
り
、
か
つ
二
次
感
染
の
予
防
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
当
該
療
法
に
対
し
て
医
療
費
助
成
を
実
施
し
て

い
る
。

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

を
原
因
と
す
る
慢
性
肝
炎
、
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
の

患
者
を
対
象
と
す
る
定
期
検
査
費
用
の
助
成
を
実
施

し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
順
次
対
象
の
拡

大
を
図
っ
て
い
る
。
肝
炎
対
策
の
推
進
に
関
す
る
基

本
的
な
指
針（
平
成
二
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第

二
百
七
十
八
号
。
以
下「
肝
炎
対
策
基
本
指
針
」と
い

う
。）に
お
い
て
は
、
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
の
患
者
に

一



件

名

主

な

所

管

省

請

願

に

対

す

る

処

理

要

領

対
す
る
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

更
に
、
平
成
二
十
八
年
度
に
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん

の
患
者
に
対
す
る
医
療
の
実
態
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
結
果
及
び
様
々
な
施

策
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
、
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
の

患
者
に
係
る
医
療
費
助
成
の
在
り
方
等
を
含
め
て
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

二

Ｂ
型
肝
炎
の
画
期
的
な
治
療
薬
に
つ
い
て
は
、

「
肝
炎
研
究
十
カ
年
戦
略
」に
基
づ
き
、
Ｂ
型
肝
炎
の

創
薬
実
用
化
研
究
を
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
推
進

し
て
お
り
、
肝
炎
対
策
基
本
指
針
で
は
、
Ｂ
型
肝
炎

や
肝
硬
変
に
対
す
る
医
薬
品
や
治
療
法
の
開
発
等
を

今
後
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

現
在
、
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
医
療
研
究
開
発

機
構
で
行
わ
れ
て
い
る
肝
炎
等
克
服
実
用
化
研
究
事

業
に
お
い
て
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
係
る
実
験
基

二



盤
の
確
立
並
び
に
既
存
薬
を
応
用
し
た
Ｂ
型
肝
炎
の

治
療
薬
及
び
ゲ
ノ
ム
技
術
を
利
用
し
た
Ｂ
型
肝
炎
の

治
療
法
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
政
府
と
し
て

は
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
も
と
に
、
Ｂ
型
肝
炎

に
対
す
る
治
療
薬
及
び
治
療
法
が
実
用
化
に
結
び
付

く
よ
う
、
本
事
業
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

た
い
。

三

肝
炎
対
策
に
お
い
て
は
、
肝
炎
の
早
期
発
見
及
び

早
期
治
療
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
政
府
と
し
て
は
、
地
方
公
共
団
体
が
行
う
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
及
び
受
検
勧
奨
等
の
取
組
の
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
は
、
土

日
及
び
夜
間
に
お
け
る
検
査
、
出
張
型
検
査
の
実

施
、
医
療
機
関
へ
の
委
託
検
査
並
び
に
健
診
の
場
の

活
用
等
、
受
検
者
の
利
便
性
に
配
慮
し
た
取
組
に
つ

い
て
働
き
か
け
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
更
に
、
平

成
二
十
六
年
度
か
ら
、
陽
性
者
を
早
期
治
療
に
つ
な

げ
、
重
症
化
予
防
を
図
る
観
点
か
ら
、
陽
性
者
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し
て
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
に

三



件

名

主

な

所

管

省

請

願

に

対

す

る

処

理

要

領

お
い
て
陽
性
と
判
定
さ
れ
た
者
を
対
象
と
す
る
初
回

精
密
検
査
費
用
の
助
成
並
び
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
を
原
因
と
す
る
慢
性
肝
炎
、
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん

の
患
者
を
対
象
と
す
る
定
期
検
査
費
用
の
助
成
等
を

実
施
し
て
い
る
。
当
該
定
期
検
査
費
用
助
成
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
十
九
年
度
に
は
世
帯
の
市
町
村
民
税

課
税
年
額（
所
得
割
）が
二
十
三
万
五
千
円
未
満
の
者

に
対
す
る
自
己
負
担
限
度
額
の
軽
減
を
行
う
な
ど
、

こ
れ
ま
で
順
次
助
成
内
容
を
拡
充
し
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
肝
炎
総
合
対
策
国
民
運
動
事
業
等
の
普
及

啓
発
を
通
じ
て
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
受
検
及
び

陽
性
者
の
精
密
検
査
受
診
促
進
の
更
な
る
推
進
を

図
っ
て
い
る
。

今
後
、
個
別
勧
奨
や
適
切
な
情
報
提
供
等
を
通
じ

て
、
よ
り
効
果
的
な
検
査
及
び
陽
性
者
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。 四



筋
痛
性
脳
脊
髄
炎
の
診
療
体
制
確
立
と

治
験
の
研
究
促
進
に
関
す
る
請
願（
第

七
八
一
号
）

厚
生
労
働
省

一

筋
痛
性
脳
脊
髄
炎
・
慢
性
疲
労
症
候
群（
以
下「
Ｍ

Ｅ
・
Ｃ
Ｆ
Ｓ
」と
い
う
。）の
診
療
体
制
を
整
備
す
る

た
め
に
は
、
客
観
的
な
診
断
基
準
を
確
立
し
、
そ
れ

に
基
づ
く
診
療
が
可
能
と
な
る
環
境
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
医
療
研

究
開
発
機
構（
以
下「
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
」と
い
う
。）の
障
害

者
対
策
総
合
研
究
開
発
事
業
に
お
い
て
、
血
液
検
査

や
画
像
検
査
等
の
客
観
的
な
方
法
に
よ
る
病
因
を
把

握
す
る
研
究
、
診
断
基
準
の
作
成
の
た
め
の
研
究
及

び
国
内
外
の
治
療
法
の
評
価
を
行
う
研
究
が
行
わ
れ

て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
診
療
体
制
の
整
備
に
必
要
な
こ

れ
ら
の
研
究
を
、
引
き
続
き
支
援
し
て
ま
い
り
た

い
。

二

Ｍ
Ｅ
・
Ｃ
Ｆ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、
有
効
な
治
療
法
が

確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
治
療
法
開
発
を
促
進
す
る
に

は
、
ま
ず
は
国
内
外
で
試
み
ら
れ
て
い
る
様
々
な
治

療
法
の
有
効
性
を
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
国
外
で
行
わ
れ
て
い
る
リ
ツ
キ
シ
マ
ブ
や
ア
ン

五



件

名

主

な

所

管

省

請

願

に

対

す

る

処

理

要

領

筋
痛
性
脳
脊
髄
炎
の
診
療
体
制
確
立
と

治
験
の
研
究
促
進
に
関
す
る
請
願（
第

七
八
二
号
）

同（
第
七
八
三
号
）

同（
第
七
八
四
号
）

同（
第
七
八
五
号
）

厚
生
労
働
省

同同同

プ
リ
ジ
ェ
ン
等
の
治
験
を
含
む
国
内
外
の
Ｍ
Ｅ
・
Ｃ

Ｆ
Ｓ
の
治
療
法
に
つ
い
て
、
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
の
障
害
者
対

策
総
合
研
究
開
発
事
業
に
よ
り
、
そ
の
治
療
法
の
有

効
性
等
を
評
価
す
る
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
Ｍ
Ｅ
・
Ｃ
Ｆ
Ｓ
の
治
療
法
の
開

発
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
当
該
研
究
を
引
き
続
き
支

援
し
て
ま
い
り
た
い
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

六



同（
第
七
八
六
号
）

同（
第
七
八
七
号
）

同（
第
七
八
八
号
）

同（
第
七
八
九
号
）

同（
第
七
九
〇
号
）

同（
第
七
九
一
号
）

同（
第
七
九
二
号
）

同（
第
七
九
三
号
）

同（
第
七
九
四
号
）

同（
第
七
九
五
号
）

同同同同同同同同同同

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

七



件

名

主

な

所

管

省

請

願

に

対

す

る

処

理

要

領

筋
痛
性
脳
脊
髄
炎
の
診
療
体
制
確
立
と

治
験
の
研
究
促
進
に
関
す
る
請
願（
第

七
九
六
号
）

同（
第
七
九
七
号
）

同（
第
七
九
八
号
）

同（
第
七
九
九
号
）

同（
第
八
〇
〇
号
）

同（
第
八
〇
一
号
）

同（
第
八
二
八
号
）

同（
第
八
二
九
号
）

厚
生
労
働
省

同同同同同同同

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

八



同（
第
八
三
〇
号
）

同（
第
八
三
一
号
）

同（
第
八
三
二
号
）

同（
第
八
三
三
号
）

同（
第
八
三
四
号
）

同（
第
八
三
五
号
）

同（
第
八
三
六
号
）

同（
第
八
三
七
号
）

同（
第
八
三
八
号
）

同（
第
八
三
九
号
）

同同同同同同同同同同

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

九



件

名

主

な

所

管

省

請

願

に

対

す

る

処

理

要

領

筋
痛
性
脳
脊
髄
炎
の
診
療
体
制
確
立
と

治
験
の
研
究
促
進
に
関
す
る
請
願（
第

八
四
〇
号
）

同（
第
九
一
六
号
）

同（
第
九
一
七
号
）

同（
第
九
一
八
号
）

同（
第
九
一
九
号
）

同（
第
九
二
〇
号
）

同（
第
九
二
一
号
）

同（
第
九
二
二
号
）

厚
生
労
働
省

同同同同同同同

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

一
〇



同（
第
九
二
三
号
）

同（
第
九
二
四
号
）

同（
第
九
二
五
号
）

同（
第
九
二
六
号
）

同（
第
一
〇
二
一
号
）

同（
第
一
〇
二
二
号
）

同（
第
一
〇
二
三
号
）

同（
第
一
〇
二
四
号
）

同（
第
一
〇
二
五
号
）

同（
第
一
一
四
三
号
）

同同同同同同同同同同

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

一
一



件

名

主

な

所

管

省

請

願

に

対

す

る

処

理

要

領

筋
痛
性
脳
脊
髄
炎
の
診
療
体
制
確
立
と

治
験
の
研
究
促
進
に
関
す
る
請
願（
第

一
一
四
四
号
）

同（
第
一
一
四
五
号
）

同（
第
一
二
五
四
号
）

同（
第
一
二
五
五
号
）

同（
第
一
二
五
六
号
）

同（
第
一
二
五
七
号
）

同（
第
一
二
五
八
号
）

同（
第
一
二
五
九
号
）

厚
生
労
働
省

同同同同同同同

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

一
二



同（
第
一
四
二
九
号
）

同（
第
一
四
三
〇
号
）

同（
第
一
四
三
一
号
）

同（
第
一
四
三
二
号
）

同（
第
一
四
三
三
号
）

同（
第
一
四
三
四
号
）

同（
第
一
四
三
五
号
）

同（
第
一
四
三
六
号
）

同（
第
一
四
三
七
号
）

同（
第
一
四
六
六
号
）

同同同同同同同同同同

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

一
三



件

名

主

な

所

管

省

請

願

に

対

す

る

処

理

要

領

筋
痛
性
脳
脊
髄
炎
の
診
療
体
制
確
立
と

治
験
の
研
究
促
進
に
関
す
る
請
願（
第

一
四
六
七
号
）

同（
第
一
四
六
九
号
）

同（
第
一
五
八
七
号
）

腎
疾
患
総
合
対
策
の
早
期
確
立
に
関
す

る
請
願（
第
一
四
〇
八
号
）

厚
生
労
働
省

同同同

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

右
に
同
じ
。

一

腎
疾
患
対
策
を
総
合
的
に
実
施
す
る
た
め
、
平
成

二
十
九
年
度
予
算
に
、
腎
疾
患
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
等
を
開
催
し
、
広
く
国
民
に
対
し
て
、
重
症
化

予
防
等
に
関
す
る
情
報
提
供
を
呼
び
か
け
る
等
の
正

し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を
行
う
事
業
、
国
立
研
究
開

発
法
人
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
研
究
費
に
よ
る
慢

性
腎
臓
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
及
び
重
症
化
予

防
等
を
目
的
と
す
る
研
究
事
業
並
び
に
都
道
府
県
等

の
慢
性
腎
臓
病
対
策
に
関
す
る
研
修
及
び
普
及
啓
発

一
四



事
業
に
係
る
費
用
を
計
上
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
推

進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二

介
護
保
険
は
、
要
介
護
認
定
又
は
要
支
援
認
定

（
以
下「
要
介
護
認
定
等
」と
い
う
。）に
よ
り
要
介
護

者
等
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
介
護
保
険
の
被
保
険
者

に
対
し
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
保
険
給
付
を
行

う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
要
介
護
認
定
等
を
受

け
た
腎
臓
病
患
者
は
、
居
宅
か
ら
医
療
機
関
に
通
院

す
る
際
の
介
助
等
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。

三

透
析
患
者
に
対
す
る
通
院
の
支
援
と
し
て
、
要
介

護
認
定
等
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
決
定
を
受

け
た
透
析
患
者
は
、
居
宅
か
ら
医
療
機
関
に
通
院
す

る
際
の
介
助
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

四

災
害
時
に
お
け
る
人
工
透
析
の
提
供
体
制
に
つ
い

て
は
、「
厚
生
労
働
省
防
災
業
務
計
画
」（
平
成
十
三

年
二
月
十
四
日
厚
生
労
働
省
発
総
第
十
一
号
）に
定

め
る
と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、
都

一
五



件

名

主

な

所

管

省

請

願

に

対

す

る

処

理

要

領

道
府
県
及
び
社
団
法
人
日
本
透
析
医
会
に
対
し
、
人

工
透
析
の
提
供
体
制
の
確
保
を
図
る
よ
う
要
請
し

た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
社

団
法
人
日
本
透
析
医
会
災
害
時
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
機
能
強
化
に
対
す
る
補
助
を
行
い
、
災

害
時
の
透
析
患
者
の
受
入
体
制
の
充
実
を
図
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
お
い
て
は
、
同
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
、
国
、
自
治
体
及
び
社
団

法
人
日
本
透
析
医
会
が
連
携
し
て
、
人
工
透
析
の
提

供
体
制
の
確
保
に
努
め
た
。

今
後
も
、
自
治
体
及
び
社
団
法
人
日
本
透
析
医
会

と
連
携
し
て
、
災
害
時
の
透
析
患
者
の
受
入
体
制
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

五

腎
臓
移
植
を
含
め
た
移
植
医
療
の
推
進
に
向
け
、

国
民
へ
の
普
及
啓
発
に
加
え
、
平
成
二
十
九
年
度
予

算
に
お
い
て
、
ド
ナ
ー
家
族
に
対
し
、
臓
器
提
供
と

い
う
選
択
肢
を
示
す
機
会
を
増
や
す
た
め
、
選
択
肢

一
六



提
示
を
実
施
す
る
際
に
負
担
と
な
る
事
項
を
調
査

し
、
標
準
的
な
選
択
肢
提
示
方
法
を
示
す
こ
と
に
よ

り
、
臓
器
提
供
施
設
の
実
務
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
の
経
費
を
引
き
続
き
計
上
し
た
。

再
生
医
療
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
度
予
算

に
お
い
て
、
実
用
化
に
近
い
臨
床
研
究
を
重
点
的
に

支
援
す
る
経
費
等
を
計
上
し
、
研
究
体
制
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
制
度
面
に
お
い
て
も
、
薬
事

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
平
成
二
十
五
年
法

律
第
八
十
四
号
）及
び
再
生
医
療
等
の
安
全
性
の
確

保
等
に
関
す
る
法
律（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
八
十

五
号
）に
基
づ
き
、
再
生
医
療
の
研
究
の
推
進
に
資

す
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
法
律
の
円
滑
な
運
用
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

一
七


